
（ご注意）
1．

2．

3．

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メモ
事 業 年 度

期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日

定 時 株 主 総 会

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 方 法

４月１日～翌年３月 31 日

３月 31 日

毎年６月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541－8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120－094－777（通話料無料）

東京証券取引所スタンダード市場

電子公告により、当社ホームページに掲載します。
なお、やむを得ない理由により電子公告ができない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

https://www.sk-kaken.co.jp/

第68期
中間決算のご報告
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（百万円）

■ 売 上 高

■ 経常利益

■ 中間（当期）純利益

中間期

通　期

株主の皆様には、平素は格別のご高配

を賜り、有難く厚くお礼申し上げます。

ここに当社グループ第68期中間期

（2023年4月1日 か ら2023年9月30日

まで）の連結業績につきましてご報告申

し上げます。

当中間期におけるわが国経済は、新型

コロナウイルス感染症の影響による経済活動の制限が緩和され、景

気は緩やかに持ち直しの動きが見られました。しかしながら、地政

学的リスクの長期化による資源価格の高騰や物価の上昇に加え、世

界的な金融引き締め等が続く中で、海外景気の下振れが国内景気に

影響を及ぼすことが懸念され、依然として先行きは不透明な状況が

続いております。

建築塗料業界におきましては、都市部や首都圏を中心とした大規

模再開発案件の需要や物流施設・公共物件が堅調に推移致しました。

しかし一方、戸建住宅等はインフレの影響を受け、消費者マインド

にブレーキがかかりました。また、慢性的な人材不足による現場技

術者及び現場作業員の確保と育成が大きな課題であり、建築費・人

件費の高騰、人材の高齢化等厳しい市場環境が続いております。

このような状況下、当社グループは、販売価格の見直しを行い、経

費削減に努めるとともに、引き続き新築市場だけではなく膨大なス

トックを有するリニューアル市場において、当社の技術革新による

製品、超耐久・超低汚染塗料、地球温暖化現象に対応した省エネタイ

プの遮熱塗料、新型省力化建材、オリジナルの高意匠性塗材や耐火

被覆材・断熱材等の拡販に努めてまいりました。

この結果、当中間期の連結累計期間の経営成績は、売上高は、490

億円（前年同中間期比7.6％増）となりました。利益面におきまして

は、原材料の高騰を受けて製品価格の値上げを行い、営業利益は、

56億6百万円（同23.2％増）となり、経常利益は、為替変動の影響等

により94億85百万円（同7.4％増）、中間純利益は、66億52百万円

（同10.3％増）となりました。

今後の景気の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症

の影響は薄れ、社会経済活動が正常化する一方で、円安による生活

必需品の値上げやエネルギーコストの上昇により、依然として先行

き不透明な経済環境が続くものと予想されます。その中で、当社グ

ループは、一層の社内組織体制の充実を図り、より一段と国内外の

新市場の開拓に尽力し、オリジナルの新技術・新製品の開発やコス

トダウンの促進に取り組むことにより業績の拡大に努めてまいりま

す。通期の連結業績予想は、売上高1000億円、営業利益102億円、

経常利益111億円、当期純利益78億円を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援とご鞭

撻を賜りますようお願い申し上げます。

2023年12月

❶ ❷

藤 井  実 広
第64期
2019年度

第65期
2020年度

第66期
2021年度

第67期
2022年度

第68期
2023年度

第64期
2019年度

第65期
2020年度

第66期
2021年度

第67期
2022年度

第68期
2023年度

第64期
2019年度

※「収益認識に関する会計基準」等を第66期の期首から適用しており、第66期以降に係る売上高については、
当該会計基準等を適用した後の売上高となっております。
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 （単位：百万円）

科　目 前　期 当中間期

（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債 24,102 24,099

支払手形及び買掛金 9,557 8,820

短 期 借 入 金 3,000 3,000

未 払 金 5,937 5,683

未 払 法 人 税 等 2,040 2,955

賞 与 引 当 金 1,526 1,572

役員賞与引当金 92 46

製品保証引当金 109 104

そ の 他 1,838 1,917

固 定 負 債 3,973 4,058

繰 延 税 金 負 債 37 28

役員退職慰労引当金 1,253 1,269

退職給付に係る負債 146 154

そ の 他 2,535 2,606

負 債 合 計 28,075 28,157

（ 純 資 産 の 部 ） 

株 主 資 本 137,977 143,550

資 本 金 2,662 2,662

資 本 剰 余 金 3,137 3,137

利 益 剰 余 金 141,696 147,270

自 己 株 式 △ 9,518 △ 9,518

その他の包括利益累計額 2,989 4,004

その他有価証券評価差額金 3 7

為替換算調整勘定 2,881 3,903

退職給付に係る調整累計額 104 93

純 資 産 合 計 140,967 147,555

負 債 純 資 産 合 計 169,043 175,713

2023年3月31日現在 2023年 9 月30日現在科　目 前　期 当中間期

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産 128,894 130,167

現 金 及 び 預 金 99,495 98,190

受取手形及び売掛金 17,903 19,327

電 子 記 録 債 権 2,865 3,008

商 品 及 び 製 品 1,995 2,136

仕 掛 品 1,365 1,275

未成工事支出金 185 511

原材料及び貯蔵品 4,188 4,449

そ の 他 909 1,283

貸 倒 引 当 金 △ 13 △ 14

固 定 資 産 40,148 45,545

有 形 固 定 資 産 12,919 13,089

建物及び構築物 3,505 3,437

機械装置及び運搬具 175 275

土 地 8,253 8,276

建 設 仮 勘 定 139 176

そ の 他 845 923

無 形 固 定 資 産 779 850

投資その他の資産 26,449 31,606

投 資 有 価 証 券 7,616 7,621

繰 延 税 金 資 産 64 183

長 期 預 金 15,068 20,051

退職給付に係る資産 1,479 1,494

そ の 他 2,356 2,401

貸 倒 引 当 金 △ 135 △ 147

資 産 合 計 169,043 175,713
※  記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2023年 3 月31日現在 2023年 9 月30日現在

 （単位：百万円）

科　目 前中間期 当中間期

売 上 高 45,529 49,000
売 上 原 価 32,418 34,212

売 上 総 利 益 13,110 14,787
販売費及び一般管理費 8,561 9,180

営 業 利 益 4,549 5,606
営 業 外 収 益

受 取 利 息 188 758
受 取 配 当 金 0 0
為 替 差 益 3,962 3,067
そ の 他 145 4,296 76 3,902

営 業 外 費 用

支 払 利 息 14 15
そ の 他 2 17 8 24
経 常 利 益 8,828 9,485

税金等調整前中間純利益 8,828 9,485
法人税、住民税及び事業税 2,678 2,955
法人税等調整額 116 2,795 △ 122 2,833
中 間 純 利 益 6,032 6,652

※  記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2022年 4 月 1 日から
2022年 9 月30日まで

2023年 4 月 1 日から
2023年 9 月30日まで
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2023年 9 月30日まで
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代表取締役会長
代表取締役社長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

■ 役　　員

■ 会社概要

■ 主 要 な 事 業 所

■ 主要な関係会社

藤 　 井 　 　 　 實
藤 井 実 広
坂 本 雅 英
片 岡 秀 人
藤 井 訓 広
福 岡 　 透
伊 藤 義 之

竹 内 正 博
長 塚 孝 史
西 田 伸 二
本 竜 坦 道
濱 名 正 二
竹 原 道 幸
尾 﨑 　 賢

SKK （S） PTE.LTD. 
SKK （H'K） CO.,LTD.
H.K.SHIKOKU CO.,LTD.
SK KAKEN （M） SDN.BHD.
SKK CHEMICAL （M） SDN.BHD.
SK COATINGS SDN.BHD.

SIKOKUKAKEN （SHANGHAI） CO.,LTD.
SK KAKEN （THAILAND） CO.,LTD.
SKK CHEMICAL （THAILAND） CO.,LTD.
PT.SKK KAKEN INDONESIA
PT.SKK KAKEN KONSTRUKSI 
PT.SKK KAKEN DISTRIBUSI

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（2023年9月30日現在）

❻

1958年4月17日
26億62百万円

1,475億55百万円
2,296名（臨時従業員を除く）
 ● 建築仕上塗材事業
　有機無機水系塗材、合成樹脂塗料、無機質系塗材、高級内装装飾材、
　高意匠性内外シート建材、無機質建材の製造販売及び特殊仕上工事
　の請負
 ● 耐火断熱材事業
　断熱材、耐火被覆材、耐火塗料の製造販売及び耐火断熱工事の請負
 ● その他の事業
　各種化成品の製造販売

本　社

シンガポール
香 　 　 　 港
香 　 　 　 港
マ レ ー シ ア
マ レ ー シ ア
マ レ ー シ ア

中 国 上 海
タ 　 　 　 イ
タ 　 　 　 イ
インドネシア
インドネシア
インドネシア

省力化・快適・健康・安全・安心・環境性向上・資産価値の向上
エスケー化研は、技術革新を推進し、未来へつながる新型製品を提供し続けます。

本 社

事 業 本 部
国 際 事 業 本 部
東 京 支 社
札 幌 支 店
仙 台 支 店
東 京 支 店
千 葉 支 店
埼 玉 支 店
横 浜 支 店
北 陸 支 店
名 古 屋 支 店
京 都 支 店
大 阪 支 店

神 戸 支 店
広 島 支 店
高 松 支 店
福 岡 支 店
大 利 根 工 場
埼 玉 工 場
神 奈 川 工 場
名 古 屋 工 場
大 阪 工 場
兵 庫 工 場
九 州 工 場
第一技術研究所
第二技術研究所
SKKグローバルセンター
営業所全国52ケ所

〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-25
TEL．072-621-7720
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-25
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-25
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場1-31-18
〒065-0042 北海道札幌市東区本町二条10-2-39
〒983-0013 宮城県仙台市宮城野区中野1-5-12
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場1-31-18
〒263-0003 千葉県千葉市稲毛区小深町122-1
〒337-0051 埼玉県さいたま市見沼区東大宮6-30-48
〒244-0801 神奈川県横浜市戸塚区品濃町549-2
〒920-8203 石川県金沢市鞍月3-34
〒451-0044 愛知県名古屋市西区菊井2-14-19
〒612-8415 京都府京都市伏見区竹田中島町263
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-31

〒652-0807 兵庫県神戸市兵庫区浜崎通5-1
〒731-5161 広島県広島市佐伯区五日市港2-1-5
〒761-8073 香川県高松市太田下町2585-3
〒813-0062 福岡県福岡市東区松島5-6-16
〒303-0044 茨城県常総市菅生町57-1
〒347-0017 埼玉県加須市南篠崎1-6
〒252-0012 神奈川県座間市広野台2-3-30
〒475-0032 愛知県半田市潮干町1-2
〒567-0056 大阪府茨木市南清水町4-5
〒679-0221 兵庫県加東市河高355-40
〒820-0609 福岡県嘉穂郡桂川町吉隈429-26
〒567-0059 大阪府茨木市清水1-25-10
〒567-0056 大阪府茨木市南清水町4-1
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-12-2

耐火被覆材・不燃断熱材

■「ＳＫタイカコートＨＳ」が鉄骨柱の２時間耐火認定を取得

■「耐火断熱総合カタログ」を発行（全７製品を紹介）

エスケープレミアム無機シリーズに屋根用が新登場

■二液弱溶剤形屋根用無機塗料「エスケープレミアム無機ルーフ」
無機成分をナノレベルで複合化する無機ハイブリッド技術と塗膜内のラジカルを抑制
するラジカルコントロール技術により、汎用屋根用塗料を凌駕する超耐候性を実現。

ホームページの特集サイトをリニューアル

■特集サイト「マンション大規模修繕サポート」より見やすく
目的・カテゴリー別にご案内することにより、製品情報が簡単に分かりやすく
探せるように操作性をアップ。また、採用実績も多数紹介しています。

「ファインＦＲ工法」に新工法を追加

■軒・天井専用「ファインＦＲ-ＭＡＴ工法」を新開発
つや消しフラットな意匠性、透湿性、防火性を有し、対応が難しかった
軒や天井面に適した新工法です。人気の木目調仕上げも加えました。
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（ご注意）
1．

2．

3．

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メモ
事 業 年 度

期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日

定 時 株 主 総 会

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 方 法

４月１日～翌年３月 31 日

３月 31 日

毎年６月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541－8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120－094－777（通話料無料）

東京証券取引所スタンダード市場

電子公告により、当社ホームページに掲載します。
なお、やむを得ない理由により電子公告ができない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

https://www.sk-kaken.co.jp/
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